




　ニマタンパ・シェーラプジンパ（Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa, 以下、シェ
ーラプジンパ）は、十七世紀に活躍したサンプ寺ニマタン学堂の学僧である。サ









、ニマタン学堂（Nyi ma thang grwa tshang）はそのうちのゲルク派
系の学堂の一つである。
　シェーラプジンパは、『黄瑠璃史』所収のニマタン学堂長の系譜では、第₂₈代








? 『黄瑠璃史』p. ₁₄₈．₁₈参照。これについては、小川 ₁₉₉₀、p. ₁に指摘されている。ニ
マタン学堂長の系譜については、Onoda ₁₉₉₀、p. ₁₀₅₁f. に『黄瑠璃史』及びパンチェ
ン・ソナムタクパの『新旧カダム史』を資料として提示されている。但し、そこに示
された系譜は些か問題を含むものである。特に、同論文では、初代ニマタン学堂長に
lDan ma blo gros rgya mtsho を立てるが、『黄瑠璃史』を仔細に見るならば、ニマタ
ン学堂長の系譜一覧を示す箇所（同書 p. ₁₄₈．₁₀?₂₁）より前の箇所で、gNyal rgod rin 























（鉄丑年）のホル月二月五日としており（同書 p. ₂₃₃．₁₇）、『トゥンカル大辞典』p. ₆₄
や『ゴマン学堂史』p. ₈₃でも同様に₁₇₂₁年としているので、₁₇₂₁年の説を取っておく。
? クンイク（bskungs?bskung yig, 隠字）とは、ドゥイク（bsdus yig, 略字）とも称
されるが、 のように、文字を約めて表記する字体を指す。『蔵漢大辞
典』p. ₁₈₁参照。「クン（bskungs? bskung）」という語は、skungという動詞の過去形















































? 『大教義書』p. ₆₃₉．₃?₇: ?Jam mgon bla ma khri rin po che Ngag dbang blo gros 
rgya mtsho?i sras kyi thu bo ?₁? theg chen sbyor lam bar gsungs pa?i rgyal sras 
chen po mdo sngags gnyis dang lung gi gter drin can Bla ma Don grub rgya mtsho 
4 ニマタンパ・シェーラプジンパ
?． 文殊怙主上師座主ガワンロトゥギャンツォ（?Jam mgon bla ma khri rin 
po che Ngag dbang blo gros rgya mtsho, ₁₆₃₅?₁₆₈₈）
?． 上師トゥンドゥプギャンツォ（Bla ma Don grub rgya mtsho）
?． 大持金剛グンルン化身ロプサンチューデン（rDo rje ?chang chen po 
dGon lung sprul sku Blo bzang chos ldan, ₁₆₄₂?₁₇₁₄）
?． シェーラプジンパ（Shes rab sbyin pa）
　このうち、最初のガワンロトゥギャンツォを「師父（yab）」として、後三者























dang? ?₂? mdo sngags kun dang lung rtogs gnyis ka?i mnga? bdag rDor rje ?chang 
chen po dGon lung sprul sku Blo bzang chos ldan dang? ?₃? dka? chen lnga sogs 
rigs pa smra ba la deng dus kyi sa?i steng na ?gran zla bral ba rigs pa?i dbang phyug 
Shes rab sbyin pa ste yab sras bzhi?o??（番号付け及び下線は筆者による）
? 『クンケン伝』p. ₂₂参照。
₁₀ ルンブム・ロトゥギャンツォの略伝は、『黄瑠璃史』p. ₉₃．₈?₁₄；『雪域歴代名人辞
典』p. ₆₈f. に見られるほか、『ゴマン学堂史』pp. ₅₂?₅₆、₂₃₉に詳しい。彼のゴマン学
堂長就任年と在任期間は、『ゴマン学堂史』p. ₅₅．₉f. による。
₁₁ ジャムヤンシェーパがゴマン学堂において師事した師と聴聞した典籍の一覧につい

























ンキャ二世ガワンロプサンチューデン（lCang skya Ngag dbang blo bzang chos 
₁₂ 『大教義書』p. ₆₃₉．₆?₇参照。なお、このことは、後で紹介するシェーラプジンパの
律の作品（?Ｄｕˡ　ｂａ?ｉ　ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡｓ　ɡｓａˡ　ｂｙｅｄ　ｎｙｉ　ⅿａ）の活字本テキストの序文（sngon 
gleng）に言及されている。同書 p. d 参照。
₁₃ この人物の略伝は、『ゴマン学堂史』p. ₅₇f. を参照。『黄瑠璃史』所収のゴマン学堂
長の系譜にもその名が確認される（同書 p. ₁₃₄．₂）。
₁₄ 彼の略伝は、『雪域歴代名人辞典』pp. ₅₂₇?₅₂₉；『トゥンカル大辞典』p. ₇₉₇f. に見ら
れるほか、『ゴマン学堂史』pp. ₅₂₇?₅₃₃に詳しい。チャンキャ一世タクパウーセル
（Grags pa ?od zer, ??₁₆₄₁）の化身とされ、さらにその化身に当たるチャンキャ三世
は、『チャンキャ教義書』（ˡＣａｎɡ　ｓｋｙａ　ɡｒｕｂ　ⅿｔʰａ?）で著名なチャンキャ・ロルペー



















































ンケン伝』は、奥書（同書 p. ₂₄₃）によれば、「地寅年七月上旬（sa stag zla ba bdun 
pa?i yar tshes）」にデプン寺で著作され、さらにその後ドメ（mDo smad）において加
筆したものである。これは、₁₇₅₈年、ジクメワンポが三十一歳の時の作品である。
₁₆ dka? bcu pa のこと。bka? bcu paとも表記される。これは四大仏典（bka? chen bzhi, 
alias, dka? chen bzhi, 四大難解書）の上にさらに六つの仏典を加えた十の仏典に関し
て問答の試問を行い合格した者を云う。四大仏典については、中観・般若・律・俱舎
（dbu phar ?dul mdzod）の四つの主要仏典を指すとするのが一般的であるが（『蔵漢大
辞典』p. ₇₇）、論理学（『量評釈』）、般若、中観の三つに律と俱舎の何れかを加えた四
つと解するものも見られる（『トゥンカル大辞典』p. ₁₂₈）、これについては宗派や時代
によって出入りが見られるようであり、例えば、ツォンカパ（Tsong kha pa blo bzang 
grags pa, ₁₃₅₇?₁₄₁₉）は、修学時代にナルタン寺で「それ（＝般若）以外の残りの四
大難解書のタコル（de ma gtogs pa?i dka? chen lhag ma bzhi?i grwa skor）」を行っ
たとされるが（『ツォンカパ大伝』₁₈b₁；石濱?福田 ₂₀₀₈、p. ₅₆）、その四つとは、『量





ジェ（mKhas grub dge legs dpal bzang, ₁₃₈₅?₁₄₃₈）の『ツォンカパ大伝』に散見す
るので（同書₁₄a₅、₁₉b₁、₂₁b₅）、既にツォンカパの時代に成立していたことは疑い
ないが、このカチュパの呼称は、ツォンカパの二大弟子の一人であるタルマリンチェ
ン（Dar ma rin chen, ₁₃₆₄?₁₄₃₂）を端緒とすると云われている。カチュパの後には、
サキャ派のチャムチェンラプジャムパ・サンギェペル（Byams chen rab ?byams pa 




プ寺で］「黄法座のタコル（chos khri ser po?i grwa skor, i. e., rab ?byams grwa 
?byams pa）」ないし「ラプジャムマワ（rab ?byams smra ba）」という称号が起こっ
たが、その経緯については、サキャ派のマントゥ・ルドゥプギャンツォ（Mang thos 






うになり、ポトン・チョクレーパ（Bo dong phyogs ras pa, i.e., Bo dong phyogs 
las rnam rgyal, ₁₃₇₆?₁₄₅₁）により、十五［の仏典］について解説がなされたが、
「ウンポ・カチュパ（dbon po bka? bcu pa）」というだけで、それ以外［の呼称］
は起こらなかった。他方、後に、チャムチェン・マウェーワンポ・サンギェーペ
ル（Byams chen sma ba?i dbang po Sangs rgyas ?phel, ₁₄₁₁?₁₄₈₅）以降、「ラプ
ジャムパ（rab ?byams pa）」と云う［呼称］もまた知られるようになった。しか










つである。「ラプジャム」とは、Mvyut no. ₃₀₆₃によれば、prasara の訳語で、限り無
ない広大さを示す用語であり、「無辺」と漢訳される。rab ?byams smra ba、あるい











最上の荘厳である大学者ニマタンパ・シェーラプジンパ（rigs pa smra ba?i 














戻り、師のロトゥギャンツォ（Blo gros rgya mtsho）に翌年サンプ寺でタコルを
行うことについて許可を求めたところ、師はラサのモンラム・タコル（lHa sa 








₁₈ 『サキャ善説』₁₁₆a: mkhas pa mkhas pa?i nang na mdzes.
₁₉ 『クンケン伝』p. ₃₄．₁₇?₂₁参照。ラサのモンラム・タコルは、モンラム・タムチャー





ーキギェルツェン（Pan chen blo bzang chos kyi rgyal mtshan, ₁₅₇₀?₁₆₆₂）が大モ
ンラム祭の大会責任者（tshogs dbu）を六年間務めた際に新たに設けられたと云われ
る。『トゥンカル大辞典』p. ₁₆₄₈参照。
₂₀ ペンツァム（dpe mtshams）とは、特に典籍（dpe cha）を暗記するために行われる
ツァム（mtshams? sku mtshams, 独居行）の一種である。
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］（grwa tshang gi yig cha?i dbu 
ma）と、ケツェル・ケンポ・ジャムヤンクンガーチューサン（sKyed tshal 











（rab ?byams smra ba）の称号を得た
24
。これはゲルク派の最高学位であるゲシ






















ェ・ララムパ（dge bshes lha rams pa）に実質的に相当するものである。ゲシェ・




































「二十五歳の水子年（cha bya?i ?read: byi?i? lo, ₁₆₇₂）に、中観と『［量］








（mchod mjal tshul du）、サンプ寺で、『［量］評釈』に対する自分の新し
い註釈（rang tik gsar p
27
a）に基づき、カチュ［・タコル］（dka? bcu ?grwa 
skor?）を行った。






















ダーナ（Prajñādāna, alias, Shes rab sbyin pa）の下で、論理学、律、阿毘達
磨（tshad ma ?dul mngon）の難解な箇所を半月余り（zla phye lhag）、詳細
に聴講した或る時分、冬の夜が明け日が昇るまで研究した。その善知識
（＝シェーラプジンパ）はお喜びになり、お互いに心が一つになった（phan 















mgon Shes rab sbyin pa）が、前年（snga lo, ₁₆₇₂）より、「ここ（＝サンプ








（lan ni ma gnyid tsam）、論理学［の問答］の際に［も］、手を
₂₈ パンチェン・カンギュルワ・ジンパギャンツォ（Pan chen bka? ?gyur ba sbyin pa 
rgya mtsho）のこと。『クンケン自伝』₅b₁参照。
₂₉ メルゲンラマ・ガワンロトゥ（Mer rgan bla ma Ngag dbang blo gros）のこと。『ク
ンケン自伝』₅b₅参照。








₃₃ 『クンケン伝』では以下の記述に対応している。『クンケン伝』p. ₃₆．₈f.: po ti gzhan 





（lag cung zad phyung）。しかしながら、［質問者と答論者は］
相互に智慧と取り分け喜びが増した
35











₃₄ 『クンケン伝』では以下の記述に対応している。『クンケン伝』p. ₃₆．₉?₁₂: ｒɴａⅿ　?ɡｒｅˡ 
gyi nyin thugs ngar ngar byas te ?khyed tsho la yod na de ring thong shog? gsungs 
pas? khong tsho?i khrod nas dge bshes dregs par rlom pa mtha? dag langs nas bgro 







₃₅ 『クンケン伝』では以下の記述に対応している。『クンケン伝』p. ₃₆．₁₂?₁₄: ?on kyang 
thams cad kyis ?da lo?i grwa skor pa ?di ?dra?i dge bshes? zhes blo gzu bos bsngags 
brjod kyi me tog ?thor bar byas so??「しかしながら、［サンプ寺の］全ての者達は、「今
年のタコルパ（＝タコルを行う者）はこれ程の善知識だ」と素直な心で讃辞の花を撒
いた。」
　rnam dpyod lhag dga? rgyas の構文が些か判然としないが、rnam dpyod dang lhag 










































　シェーラプジンパの著作については、仏教電子資料センタ （ーBuddhist Digital 
















解）［Ota ₁₃₉₄₉: Ca. ₁?₁₅b₄］
?． ɴｙｉ　ｔʰａｎɡ　ｄʙｕ　ⅿａ?ｉ　ｔｓʰａｄ　?ɡｏɡ　?ɡｉ　ⅿｔʰａ?　ｄｐｙｏｄ?（ニタン中観量否定
［精解］）［Ota ₁₃₉₅₀: Ca. ₁?₂₄b₄］
?． ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｂˡａ　ⅿａ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａ?ｉ　Ｃʰｕ　?ｂａｂ　ｋｙｉ　ⅿｔʰａ?　ｄｐｙｏｄ
（ニマタン上師シェーラプジンパの水流精解）［Ota ₁₃₉₅₁: Ca. ₁?₁₃a₄］
?． ɴｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｄｐｏｎ　ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ?ｉ　ｄʙｕ　ⅿａ　
ｄｕｓ　ɡｓｕⅿ　ｒｎａⅿ　ɡｚʰａɡ　ɡｉ　ⅿｔʰａ?　ｄｐｙｏｄ（ニマタン師シェーラプジンパ
により著作された中観三時設定精解）［Ota ₁₃₉₅₂: Ca. ₁?₁₆b₈］
?． ɴｙｉ　ⅿａ　 ｔʰａｎɡ　ｐａ　ｄｐｏｎ　 ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　 ｒａｂ　 ｓｂｙｉｎ　ｐａｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ?ｉ　ｄʙｕ　
ⅿａ　ｂｄａɡ　?ɡｏɡ　ɡｉ　ⅿｔʰａ?　ｄｐｙｏｄ（ニマタン師シェーラプジンパにより著作
された中観我否定精解）［Ota ₁₃₉₅₃: Ca. ₁?₂₆a₃］
₃₇ ₂₀₁₇年?月現在の情報である。TBRC は、Tibetan Buddhist Resource Center の略
語であり、BDRC の旧名である。url は、https:??www.tbrc.org?
₃₈ 写本では、mdzad pa?i が重複して記されているが、明らかに誤記なので、修正して
おく。
17真宗総合研究所研究紀要　第₃₅号





















て精解に当たる。但し、ゲルク派では、般若総義（Phar phyin spyi don）及び般
若精解（Phar phyin mtha? dpyod）、中観総義（dBu ma?i spyi don）及び中観精解









nyi ma thang dpon slob shes rab sbyin pas mdzad pa?i 〈mdzad p
39
a?i〉 bden 
gnyis kyi mtha? dpyod bzhugs so.
nyi thang dbu ma?i tshad ?gog.
nyi ma thang bla m
40
a shes rab sbyin pa?i chu ?bab kyi mtha? dpyod bzhugs so.
nyi ma thang dpon slob shes rab sbyin pas mdzad pa?i dbu ma?i dus gsum 
rnam bzhag gi mtha? dpyod bzhugs.
nyi ma thang pa dpon slob shes rab sbyin pas mdzad pa?i dbu ma?i bdag ?gog 
gi mtha? dpyod bzhugs so.
nyi ma thang pa shes rab sbyin pas mdzad pa?i gzhan sel gyi mtha? dpyod 
bzhugs.
₃₉ この〈...〉で括った語は重複しており、削除すべきである。
₄₀ 電子テキストでは、bla maではなく、dpon slob と記しているが、誤りである。
19真宗総合研究所研究紀要　第₃₅号
nyi ma thang pa shes rab sbyin pas mdzad pa?i phar phyin skabs dang po?i 
bka? bstan bcos yan gyi mtha? dpyod bzhugs so.

















直後の pa の後はツェクのはずだが、シャプキュ（zhabs kyu）が付いているように見












ɡｓａˡ　 ｂａｒ　 ｂｙｅｄ　 ｐａ?ｉ　 ｎｙｉ　 ⅿａ　 ｚʰｅｓ　 ｂｙａ　 ｂａ　 ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  目 録 番 号：
M₀₀₅₄₈₂₄?₀₁₇. ₁a?₅₀a ?₇行?. ₅₄．₀×₇．₀ cm.
?． Ｋｕｎ　ⅿｋʰｙｅｎ　ｎｙｉ　ⅿａ　ｔʰａｎɡ　ｂａ　ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　ｐａ?ｉ　ｚʰａˡ　ｓｎɡａ　ｎａｓ　
ｋｙｉｓ　ⅿｄｚａｄ　ｐａ?ｉ　 ɡｚʰａｎ　 ｓｅˡ　 ɡｙｉ　ｄｐｅ　 ｔｓʰｉɡ　ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  目録番号：








ば、同書は稀覯書なので、テーデンチュンゼ・ロプサンガワン（Dad ldan chos 
mdzad Blo bzang ngag dbang）が出版し、デプン寺ゴマン学堂のゲンドゥンジン
パ（sGo mang bla ma dge ?dun sbyin pa）がその出版後記誓願文（dpar byang smon 
tshig）を付した旨が明記されており、その末尾には、この版本はゴマン学堂の









₄₄ モンゴル国立図書館の電子目録に記載された奥書を転写しておく：ces Nyi ma 
thang bla ma shes rab sbyin pas mdzad pa?i dus tshigs kyi rnam bzhag ?di ni dpe 
rgyun dkon zhing? rigs lam smra ba rnams la mkho che bas Dad ldan chos mdzad 
Blo bzang ngag dbang nas par du bskrun skabs par byang smon tshig dgos zhes 
srid na ring ba?i lha dang bcas bskul ngor sGo mang bla ma dGe ?dun sbyin pas bris 

































₄₅ MHTL no. ₁₁₇₉₄: Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa?i Ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡ?
₄₆ これは、mKhan chen bsKal bzang dngos grub の律の著作と合本で以下の形で出
版されている。
ｓＰｙｉｒ　ｂｓｔａｎ　ɡｙｉ　ｒｎａⅿ　ｂｓʰａｄ　ｔʰｕｂ　ｂｓｔａｎ　ｒｉｎ　ｐｏ　ｃʰｅ　ɡｓａˡ　ｂａ?ｉ　 ｓɡｒｏｎ　ⅿｅ　ｄａｎɡ?　
?Ｄｕˡ　ｂａ?ｉ　ｄｕｓ　ｔｓʰｉɡｓ　ɡｓａˡ　ｂｙｅｄ　ｎｙｉ　ⅿａ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  Mundgod: Drepung 
Gomang Library, ₂₀₀₅.
　このうち、シェーラプジンパの作品は、同書 pp. ₇₃?₂₃₁に収録されている。
₄₇ 同活字本序文 pp. d-e 参照。
₄₈ 同活字本 pp. ₂₂₉．₁₂?₂₃₀．₅参照。
₄₉ 同テキスト奥書の末尾には、こう記されている。da khu re chen mor bKra shis chos 































₅₁ 参考までに中間偈を引いておく。大谷写本₁₀a₈: zab dang rgya che gzhung lugs 
rgya mtsho ?di? blun po rnams kyis go bar dka? byed pa?i ?read: pas??? mkhas dang 
grub pa?i dbang phyug khyed rnams kyis? rig?s? pas dpyad na mig mthong bltad 
mo che? bdag gzhan rnams kyis ?read: kyi? blo mun sel byed du? dam pas bsngags 















　ここに言及された yin pa srid pa?i bum pa yin pa gang zhig という一文は、














₅₂ shog gru ?read: bu?? bzhi pa?i rgyab ngos na? yin pa srid pa?i bum pa yin pa gang 
zhig?? ces pa de med kyang chad pa?i skyon du mi ?gyur bas na? ma bris pa yin 
la? de sogs yi ge re re gnyis re ma bzhag pa yang yod? yi ge re re gnyis re bsnan 
pa yang yod pa thugs la dgongs par mdzod??
₅₃ 参考までに、この出版後記の全文を転写しておく。木版本₂₄a₃?₄: smras pa? dge 
bshes Blo bzang snyan grags ming ldan pas?? dpe ?di par du rko ru bcug pa?i dges?? 
?gro kun mdo sngags gzhung gi lam bzang la?? yid ches nges rnyed shes rab mig 













































₂a₇: mthong ba brdzun pa?ang rnam pa gnyis ?dod de? ?MAv VI. ₂₄a? zhes pa 
nas? ?jig rten nyid las log par rnam par bzhag? ?MAv VI. ₂₅d? ces pa?i bar 
gyi gzhung ?di byung?
例?
₅a₅: gzugs chos can? ?jig rten shes ngo la ltos te kun rdzob yin par thal? de 
gnyis po gang rung yin pa?i phyir? khyab pa dbye ba?i steng du song??以下に
続く?
ma grub na? de chos can? de gnyis po gang rung yin par thal? ?jig rten shes 
ngo la ltos te yang dag pa yin pa?i phyir? ma grub na? de de yin par thal?
例?
₉a₉: byas pa la kho na re? gzhi bden med du tshad mas nges pa la gzhi de 
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kun rdzob bden pa yin par tshad mas nges pa sngon du ?gro dgos par thal?
?以下に続く?
don dam bden pa tshad mas nges pa la kun rdzob bden pa tshad mas nges 
pa sngon du ?gro dgos pa?i phyir?
　難解な隠字体は、特に問答体の箇所に見出される。これは ... chos can?... 




















説し終わった（de ltar dpal ldan Zla ba grags pas mdzad pa?i ｄʙｕ　ⅿａ　ˡａ　?ʲｕɡ　ｐａ las 
sems bskyed drug pa?i ?tha? ?read: mtha?? dpyod bshad zin pa yin te?）」と明記され
₅₄ ゲルク派の僧院で伝統的に用いられている『入中論』第六章の学課名については、






























₅₅ 小川 ₁₉₉₀、p. ₂では、第₂₃偈から第₃₈偈 ab に対する註釈としているが、誤りである。
『二諦精解』の「原典の意味を確定するために科段と論証式を立てること（gzhung don 






































₅₇ 小川 ₁₉₉₀、p. ₅f. 参照。






























性が挙げられる。サンプ教学は、ゴク翻訳師ロデンシェーラプ（rNgog lo tsā ba 

















（Ra?Rwa stod grwa 










₅₉ サンプ寺及びその教学については、西沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、pp. ₉₄?₃₁₇において比較的
詳細に紹介したほか、その歴史的展開やその所属宗派については、西沢 ₂₀₁₂、₂₀₁₃a
においても簡単に論じたので、参照されたい。
₆₀ ラトゥ学堂及びその教学については、西沢 ₂₀₁₃b を参照。
₆₁ タチュンワは、師にして初代ラトゥ学堂長を務めたマルカムパ・タクパサンポ
（dMar?sMar?rMar khams pa Grags pa bzang po, alias, mKhyen rab dbang phyug 
Grags pa bzang po, ca. ₁₃₈₅?₁₄₆₅）と共にラトゥ学堂創設に大きく関与した人物であ
る。彼の正確な年代は不明であるが、他の師に、タルマリンチェン（₁₃₆₄?₁₄₃₂）がお
り、弟子にジャムヤン・チョクラウーセル（?Jam dbyangs mchog?phyogs lha ?od zer, 
₁₄₂₉?₁₅₀₀）がいるので、大凡の年代として、その間をとって、₁₄₀₀?₁₄₇₀年頃の人物
と 考 証 し て お く。タ チ ュ ン ワ の 事 績 と 著 作 に つ い て は、西 沢 ₂₀₁₁、Vol. ₁、
pp. ₅₀₀?₅₀₂に紹介したほか、西沢 ₂₀₁₃b, pp. ₁₂₇?₁₃₀においても再説したので、参照
されたい。
































































　　　 ɢａｎɡｓ　ｃａｎ　ⅿｋʰａｓ　ɡｒｕｂ　ｒｉⅿ　ｂｙｏｎ　ⅿｉｎɡ　ⅿｄｚｏｄ.  Comp. Ku zhul grags pa ?byung 
gnas? rGyal ba blo bzang mkhas grub, mTsho sngon mi rigs par khang, ₁₉₉₂.
『蔵漢大辞典』
　　　 ʙｏｄ　ｒɡｙａ　ｔｓʰｉɡ　ⅿｄｚｏｄ　ｃʰｅｎ　ⅿｏ. ₂ vols., Mi rigs dpe skrun khang, ₁₉₉₃.
『トゥンカル大辞典』
　　　 Ｄｕｎɡ　ｄｋａｒ　ｔｓʰｉɡ　ⅿｄｚｏｄ　ｃʰｅｎ　ⅿｏ. Ed.  Dung dkar blo bzang ?phrin las.  Krung 







?ｏｄ　 ?ｂｕⅿ　 ɡｙｉ　 ｓｎｙｅ　 ⅿａ　 ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  In: Ｍａｔｅｒｉａˡｓ　 ｆｏｒ　 ａ　 ʜｉｓｔｏｒｙ　 ｏｆ　 Ｔｉｂｅｔａｎ　
ʟｉｔｅｒａｔｕｒｅ．　　Ｐａｒｔ　₃. Ed. Lokesh Chandra.  New Delhi, ₁₉₆₃, pp. ₅₀₃?₆₀₁.  ?Abbr. 
MHTL?
『黄瑠璃史』
　　　 sDe srid sangs rgyas rgya mtsho, ｄɢａ?　ˡｄａｎ　ｃʰｏｓ　?ｂｙｕｎɡ　ｖａｉdūｒｙａ　ｓｅｒ　ｐｏ. Ed. 
rDo rje rgyal po, Krung go?i bod kyi shes rig dpe skrun khang, ₁₉₈₉.
『クンケン自伝』
　　　 ?Jam dbyangs bzhad pa?i rdo rje ngag dbang brtsun ?grus, ｒＪｅ　ｂｔｓｕｎ　?ʲａⅿ　ｄｂｙａｎɡｓ　
ｂｚʰａｄ　ｐａ?ｉ　ｒｄｏ　ｒʲｅ?ｉ　ｒｎａⅿ　ｔʰａｒ　ｂｋａ?　ｒｔｓｏⅿ　ｔｓʰｉɡｓ　ｂｃａｄ　ⅿａ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  In: Ｋｕｎ　
ⅿｋʰｙｅｎ　 ?ʲａⅿ　 ｄｂｙａｎａɡｓ　 ｂｚʰａｄ　 ｐａ?ｉ　 ｒｄｏ　 ｒʲｅ?ｉ　 ɡｓｕｎɡ　 ?ｂｕⅿ.  Vol. ka, pp. ₅?₁₈ 
?₁?₇b₂?.  ?タシキル版（bKra shis ?khyil dpar ma）?
『クンケン伝』
　　　 dKon mchog ?jigs med dbang po, Ｋｕｎ　ⅿｋʰｙｅｎ　?Ｊａⅿ　ｄｂｙａｎɡｓ　ｂｚʰａｄ　ｐａ?ｉ　ｒｎａⅿ　
ｔʰａｒ.  Kan su?u mi rigs dpe skrun khang, ₁₉₈₇.
『ゴマン学堂史』
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　　　 ?Bras spungs mkhan khri bsTan pa bstan ?dzin, Ｃʰｏｓ　 ｓｄｅ　 ｃʰｅｎ　 ｐｏ　 ｄｐａˡ　 ˡｄａｎ　
?ʙｒａｓ　ｓｐｕｎɡｓ　ｂｋｒａ　ｓʰｉｓ　ｓɡｏ　ⅿａｎɡ　ɡｒʷａ　ｔｓʰａｎɡ　ɡｉ　ｃʰｏｓ　?ｂｙｕｎɡ　ｃʰｏｓ　ｄｒｕｎɡ　ɡ︲ｙａｓ　
ｓｕ　?ｋʰｙｉˡ　ｂａ?ｉ　ｓɡｒａ　ｄｂｙａｎɡｓ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ. ₂ vols., Mundgod: Drepung 
Gomang Library, ₂₀₀₃.
『サキャ善説』




　　　 Kun mkhyen ?Jam dbyangs bzhad pa, ɢｒｕｂ　 ｐａ?ｉ　 ⅿｔʰａ?ｉ　 ｒｎａⅿ　 ｐａｒ　 ｂｚʰａɡ　 ｐａ　
?ｋʰｒｕˡ　ｓｐｏｎɡ　ɡｄｏｎɡ　ˡｎɡａ?ｉ　ｓɡｒａ　ｄｂｙａｎɡｓ　ｋｕｎ　ⅿｋʰｙｅｎ　ˡａⅿ　ｂｚａｎɡ　ɡｓａˡ　ｂａ?ｉ　ｒｉｎ　
ｃʰｅｎ　 ｓɡｒｏｎ　ⅿｅ　 ｚʰｅｓ　 ｂｙａ　 ｂａ　 ｂｚʰｕɡｓ　 ｓｏ.  Mundgod: Drepung Gomang Library, 
₁₉₉₉.
『ツォンカパ伝』
　　　 Cha har dge bshes Blo bzang tshul khrims, ｒＪｅ　ｔʰａⅿｓ　ｃａｄ　ⅿｋʰｙｅｎ　ｐａ　ｔｓｏｎɡ　ｋʰａ　
ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ?ｉ　ｒｎａⅿ　ｔʰａｒ　ɡｏ　ｓˡａ　ｂａｒ　ｂｒʲｏｄ　ｐａ　ｂｄｅ　ˡｅɡｓ　ｋｕｎ　ɡｙｉ　?ｂｙｕｎɡ　ɡｎａｓ　ｚʰｅｓ　
ｂｙａ　ｂａ：　Ｔʰｅ　Ｃｏˡˡｅｃｔｅｄ　Ｗｏｒｋｓ　?ɡｓｕｎɡ　 ?ｂｕⅿ?　ｏｆ　Ｃʰａ　ʰａｒ　ｄɡｅ　ｂｓʰｅｓ　ʙˡｏ　ｂｚａｎɡ　
ｔｓʰｕˡ　ｋʰｒｉⅿｓ.  Ed.  Chatring Jansar Tenzin, Vol. ₂, New Delhi, ₁₉₇₁.
『ツォンカパ大伝』
　　　 mKhas grub dge legs dpal bzang, ｒＪｅ　ｂｔｓｕｎ　ｂˡａ　ⅿａ　Ｔｓｏｎɡ　ｋʰａ　ｐａ　ｃʰｅｎ　ｐｏ?ｉ　ｎɡｏ　
ⅿｔｓʰａｒ　ｒⅿａｄ　ｄｕ　ｂｙｕｎɡ　ｂａ?ｉ　ｒｎａⅿ　ｐａｒ　ｔʰａｒ　ｐａ　ｄａｄ　ｐａ?ｉ　?ʲｕɡ　ｎɡｏɡｓ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ　
ｂｚʰｕɡｓ　ｓｏ.  ?ショル版（Zhol dpar ma）?
『二諦精解』
　　　 Nyi ma thang pa Shes rab sbyin pa, ɴｙｉ　ⅿａ　 ｔʰａｎɡ　ｄｐｏｎ　ｓˡｏｂ　Ｓʰｅｓ　ｒａｂ　ｓｂｙｉｎ　




　　　 Mang thos klu sgrub rgya mtsho, ｂｓＴａｎ　ｒｔｓｉｓ　ɡｓａˡ　ｂａ?ｉ　ｎｙｉｄ　ｂｙｅｄ　 ˡʰａɡ　ｂｓａⅿ　
ｒａｂ　ｄｋａｒ　ｚʰｅｓ　ｂｙａ　ｂａ.  In: Ｓａ　ｓｋｙａ?ｉ　ｃʰｏｓ　?ｂｙｕｎɡ　ɡｃｅｓ　ｂｓｄｕｓ.  Vol. ₅, Krung go?i 






















₁₉₉₀  ?Abbatial Succession of the Colleges of Gsang phu sne?u thog Monastery.? 
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